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　原子力学会誌では東京電力福島第一原子力発電所事故を経て，私たちがこれから
なすべきことは何か，そして私たちはこの事故の何を次世代に伝えるべきかをテーマ
に，多角的な視野から分析した特集を企画しています。
　今号では前号に引き続き，原子力利用に批判的な立場の方も含めて，多くの方々
に執筆を依頼しました。多様な意見がある中で，私たちはそれをどのように調整し，
これからの社会をどのようにデザインしていくかが，問われているのではないかと
考えます。（編集委員会）

＊出典：東京電力ホールディングス　撮影者：西澤 丞
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